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５．－２）検定結果 ９８１×８６（WR×RIR）雌系種鶏（ＰＳ♀）25 年度 

(1) 体重（表３、図１参照） 

  体重は、981×86（以下：ＰＳ）では 12・18・40 週齢を全羽数とし、その他の週齢を

各 20％抽出(各 20 羽)として体重測定した。 

 ＰＳは、20 日齢からの制限給餌により、飼料給餌量に応じてなだらかに上昇し、12

週齢で 1.3 ㎏、18 週齢で 2.0 ㎏となった。また、産卵開始後(初産日齢：145 日齢)から

の段階的な飼料給餌量の増加により、40 週齢では 3.2 ㎏となった。 

 

（表３）＜981×86♀＞「ＰＳ♀」体重の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図１）平均体重の推移 
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 (2) 飼料要求率（表４・５参照） 

 ＰＳは 20 日齢から制限給餌を実施したため、期間中において飼料摂取時の餌溢しがあっ

ても、床面に溢した飼料や糞も殆ど認められなかったことから、給餌した飼料の殆どを摂

取したと推察され、飼料要求率はへい死鶏・淘汰鶏の飼料給餌量も含めて算出し、0～12

週齢で 3.4（同：49ｇ/日/羽）、0～18 週齢で 3.5（同：56ｇ/日/羽）となった。 

 

（表４）0～12 週齢（0～87 日齢）の飼料要求率 

組合せ 
期末羽数 

（羽） 

平均体重 

（ｇ） 

増体量 

（㎏） 

飼料給餌量 

（㎏） 

  
飼料要求率 

（ｇ/日/羽） 

981×86♀ 95 1,306 120.1 406 49 3.38 

 

（表５）0～18 週齢（0～126 日齢）の飼料要求率 

組合せ 
期末羽数 

（羽） 

平均体重 

（ｇ） 

増体量 

（㎏） 

飼料給餌量 

（㎏） 

  
飼料要求率 

（ｇ/日/羽） 

981×86♀ 94 2,042 188.0 662 56 3.52 
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(3) 羽色・外貌特徴 

 ア 6 週齢時（羽色のみ、図２参照） 

 羽色は、その組合せの中で多く占めている羽色タイプを順に、羽数をカウントすること

とした。 

 ＰＳは、羽色タイプⅠ（黒褐色）が 50.0％（98 羽中 48 羽）、羽色タイプⅡ（横斑）が

20.8％（98 羽中 20 羽）、羽色タイプⅢ（褐色斑）が 15.6％（98 羽中 15 羽）、羽色タイ

プⅣ（淡灰色斑）が 12.5％（98 羽中 12 羽）、羽色タイプⅤ（黒色）が 1.0％（98 羽中 1

羽）を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図２）ＰＳ♀（981×86♀）の羽色 

 

イ 18 週齢時（外貌特徴のみ、図３参照） 

 ＰＳの外貌の特徴は、何れも体型が肉用種型（地鶏型）・単冠であり、耳朶色は羽色タ

イプ別に異なるが赤色と白色（一部分に白･赤が混在する個体有り）が混在し、脚色は黄

色（一部分に褐色･鉛色が混在する個体有り）であった。 
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 ＜ＰＳ♀（981×86♀）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３－１）ＰＳ♀（981×86♀）の羽色・外貌の特徴 
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（図３－２）ＰＳ♀（981×86♀）の羽色・外貌の特徴 
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（図３－３）ＰＳ♀（981×86♀）の羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３－４）ＰＳ♀（981×86♀）の飼養状況（ﾌﾗｯｼｭ無） 

（注：鶏舎内の本来の明るさでの飼養状況が解るようﾌﾗｯｼｭ無しで撮影した。以下「ﾌﾗｯｼｭ無」は同様。） 
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（図３－５）ＰＳ♀（981×86♀）の飼養状況（ﾌﾗｯｼｭ有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３－６）ＰＳ♀（981×86♀）の飼養状況（ﾌﾗｯｼｭ無） 



- 8 - 

ウ 40 週齢時（羽色のみ、図４参照） 

 羽色タイプⅠ（淡褐色斑）が 65.1％（86 羽中 56 羽）、羽色タイプⅡ（横斑）が 18.6

％（86 羽中 16 羽）、羽色タイプⅢ（白褐色斑）が 9.3％（86 羽中 8 羽）、羽色タイプⅣ

（褐色）が 3.5％（86 羽中 3 羽）、羽色タイプⅤ（黒色）が 3.5％（86 羽中 3 羽）を占め

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図４）ＰＳ♀（981×86♀）の羽色 
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(4) 育成率・生存率 

 ア 育成率（表６、図５参照） 

 ＰＳ♀は、育成初期（3 週齢）までに弱雛・腹水症などの要因でへい死したが、その

後は目立った症状によるへい死は認められず、18 週齢の育成率は 95.9％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表６、図５）育成率の推移 

 

 イ 生存率（表７･図６参照） 

 生存率算出の起点である 127 日齢に 1 羽へい死（その他局所異常）し、その後検定

終了（240 日齢）までへい死はなく、期間を通して 98.9％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表７、図６）育成率の推移 

981*86♀

0W 99.6%
1W 98.0%
2W 97.1%
3W 96.9%
4W 96.9%
5W 96.9%
6W 96.8%
7W 95.9%
8W 95.9%
9W 95.9%
10W 95.9%
11W 95.9%
12W 95.9%
13W 95.9%
14W 95.9%
15W 95.9%
16W 95.9%
17W 95.9%
18W 95.9%

※ 0～126日齢（え付～126日齢）の育成率。
※ 日齢毎の育成率を各週で平均化した育成率であることに留意。
※ 18Wは126日齢時（1日間）の育成率。
※ 傷病によらない淘汰鶏（検査淘汰・誤鑑別等）は、育成率算出より除外（え付羽数から除外）。
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(5) へい死・淘汰要因（表８参照） 

 ＰＳ♀の要因は、ＣＭのような運動器に係るものや、特に目立った要因はなく、280

日齢までのへい死･淘汰率は 5.5％となった。 

 

（表８）へい死･淘汰率（日齢/羽数） 

症状 981*86♀（PS♀） 

卵黄遺存 1.1％ (7/1 羽) 

腹水症 1.1％ (15/1 羽) 

その他局所異常 1.1％ (127/1 羽) 

弱雛 1.1％ (4/1 羽) 

剖検不能（腐敗） 1.1％ (48/1 羽) 

計 5.5％ (5 羽) 
 ※ ＰＳは 40 週齢（240 日齢：H25/12/26）までのﾃﾞｰﾀ。 
 ※ へい死･淘汰率は、え付羽数から検査淘汰等（傷病以外の要因によるもの）を除いたものを補正え付羽

数とし、その羽数に対する率とした。 

 

(6) 産卵性能 

 ア 各性能（表９） 

項 目 結 果 算出根拠等 備考（算出方法等） 

50％産卵日齢 180 日齢 
179 日齢：46.7％ 
180 日齢：54.4％ 
181 日齢：57.8％ 

産卵率が 50％に達した
最初の日齢 

ピーク産卵率 61.0％ 
197 日齢：65.9％ 
198 日齢：60.2％  61.0％ 
199 日齢：56.8％ 

産卵ピーク時３日間の
平均産卵率 

期間産卵率 44.4％ 
期間産卵個数：2,689 個 
期間延べ羽数：6,060 羽 

211～280 日齢の期間産
卵個数／期間延べ羽数 

 

イ 週齢毎産卵率（表 10･図７参照） 

 ＰＳ♀の各週齢毎の平均産卵率は、20 週齢よりゆるやかに上昇し、26 週齢時に一時

停滞したものの、産卵率に応じた飼料給餌量の調整等により再び上昇し、ピーク時の

28 週齢では 59.1％となった。ピーク後は、緩やかに低下し、検定終了時の 40 週齢で

は 36.0％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 10、図７）各週齢毎の平均産卵率の推移 
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(7) 卵質性能 

 ア 週齢毎平均卵重･採卵量（表 11･図８参照） 

 各週齢毎の平均卵重は、初産時の 20 週齢では 35ｇ程度で、その後 28 週齢で 51ｇ

に到達し、検定終了時の 40 週齢では 61ｇとなった。  

 採卵量は、26 週齢時に一時停滞したが、ピーク時の 29 週齢では 18.3 ㎏となり、そ

の後減少傾向で推移し、37 週齢では産卵率低下を反映し 11.3 ㎏に低下したが、検定

終了時 40 週齢では 13.2 ㎏となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 11、図８）各週齢毎の平均産卵率の推移 

 

 イ 卵重・卵殻強度（35 週齢時：表 12 参照） 

   （表 12）35 週齢卵質検査結果（H25.11.18～20(3 日間平均)：全数） 

  平均 最大 最小 標準偏差 個数 

卵重  （ｇ） 56.3  69.0  47.1  3.98  113  

卵殻強度(㎏/cm2) 4.19  5.82  2.17  0.71  106  

 


